


黒 石 市 議 会 だ よ り 平成29年６月１日（2）

平成29年第１回定例会は３月２日から15日までの14日間にわたって開かれ、市長提出の7報告・45議
案、議員提出の１議案を慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・報告・同意・可決しました。
また、３月２日に全議員で構成される予算特別委員会が設置され、委員長に工藤和行委員、副委員長

に今大介委員を選任し、平成29年度一般会計、各特別会計、各事業会計、各財産区会計予算の審査を行
いました。
各議案の議決結果と各会派の賛否一覧は下記をご覧ください。

平成29年第１回定例会の概要

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

報告第１号 道路施設の管理瑕疵による事故に係る和解について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第２号 平成28年度黒石市一般会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第３号 道路施設の管理瑕疵による事故に係る和解について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第４号
〜

報告第７号
権利の放棄について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

議案第１号 黒石市地方活力向上地域に係る固定資産税の特別措置に
関する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第２号 誇れるふるさと黒石応援基金条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第３号 黒石市スポーツ振興基金条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第１回定例会の報告・議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

平成29年度黒石市一般会計予算に対する討論

反対討論
アベノミクスの破綻が財政面でも表面化し
ており、この流れが黒石市の財政にも大きく
影響を与えています。１つ目は市税が前年度
より減収の予算であり、市民の収入も減って
いるということを反映しているため。２つ目
は、しっかりした事業計画を構築しなければ、
地方創生事業が市の厳しい財政に拍車をかけ
ることになりかねない状況にあるため。３つ
目は、行政側が実態を議会に報告し、あずま
しい黒石にするために、行政と議会がお互い
考えていくという姿勢が低いということで
す。また、国の予算を色濃く反映した考え方
の予算になっているため、平成29年度黒石市
一般会計予算に反対するものであります。

賛成討論
157億8,500万円、前年比0.9％増。規模は
小さいながらも、依然として厳しい財政環境
が続く中において、財政調整基金を取り崩す
ことなく予算を編成しました。予算の配分を
工夫し、若い人が安心して働ける環境の整備
や子供を生み育てやすい環境づくり、また、
子供たちの育成を推し進める内容となってお
り、さらには市民との協働による黒石力を生
かした事業など、新規事業も盛り込まれてお
ります。黒石市総合計画及びまち・ひと・し
ごと創生総合戦略の着実な実施と市の活性化
が期待できる予算であると考え、平成29年度
黒石市一般会計予算に賛成するものでありま
す。
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番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

議案第4号 黒石市高齢者の見守り活動の推進に関する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第5号 黒石市立黒石幼稚園保育料徴収条例を廃止する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第6号 黒石市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例制
定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第7号 黒石市特別職の職員の給料等に関する条例等の一部を改
正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第8号 黒石市一般職職員の給与の特例に関する条例の一部を改
正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第9号
地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育
児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第10号 黒石市一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第11号 黒石市税条例等の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第12号 災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する条例制
定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第13号 黒石市介護保険条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第14号 黒石市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第15号
黒石市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第16号 黒石市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第17号 市道の路線認定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第18号 黒石市スポーツ交流センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第19号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の
減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第20号
〜

議案第23号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

議案第24号 平成28年度黒石市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第25号 平成28年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第26号 平成28年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第27号 平成28年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第28号 平成29年度黒石市一般会計予算 ○ ○ ● ○ ○ 原案可決
(起立多数）

議案第29号 平成29年度黒石市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ● ○ ○ 原案可決
(起立多数）

議案第30号 平成29年度黒石市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ● ○ ○ 原案可決
(起立多数）

議案第31号 平成29年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第32号 平成29年度黒石市介護保険特別会計予算 ○ ○ ● ○ ○ 原案可決
(起立多数）

議案第33号
〜

議案第45号

平成29年度黒石市簡易水道特別会計予算、黒石市温泉供
給事業特別会計予算、黒石市農業集落排水事業特別会計
予算、黒石市土地取得特別会計予算、黒石市国民健康保険
黒石病院事業会計予算、黒石市水道事業会計予算、黒石市
下水道事業会計予算、黒石市中川財産区、上十川財産区、
追子野木財産区、温湯財産区、袋財産区、南中野財産区会
計予算

○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 員 提 出
議案第 1 号

黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決



⬘

民
生
委
員
の
担
い
手
確
保
に

つ
い
て
、
現
状
は
。

⬙

現
時
点
で
は
、
主
任
児
童
委

員
を
含
め
た
民
生
委
員
の
定
数
92

人
に
対
し
て
１
０
０
㌫
確
保
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
民
生
委
員
の

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
県
に
お
い

て
も
年
齢
の
若
返
り
に
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
民
生
委

員
の
要
件
と
し
て
広
く
社
会
の
実

情
に
通
じ
、
地
域
の
実
情
を
充
分

把
握
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
ほ
か
、
時
間
的
余
裕
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
世
代
交

代
が
う
ま
く
図
ら
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

⬘

高
齢
者
見
守
り
宅
配
便
事
業

に
つ
い
て
、
地
区
委
託
へ
の
状
況

は
。

⬙

現
行
の
宅
配
業
者
か
ら
各
地

区
へ
委
託
す
る
に
あ
た
り
、
現
在
、

市
内
10
地
区
中
９
地
区
か
ら
承
諾

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
事
業
実
施

へ
向
け
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

運
営
に
関
し
て
は
、
町
内
会
、
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、

ほ
の
ぼ
の
協
力
員
、
地
区
自
主
防

災
組
織
を
活
用
す
る
な
ど
各
地
区

の
特
性
を
活
か
し
た
方
法
で
検
討

し
て
い
ま
す
。
市
と
地
区
が
協
働

で
地
域
社
会
を
築
き
、
黒
石
力
を

結
集
し
て
高
齢
者
の
見
守
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

⬘

西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）

に
つ
い
て
、
青
橅
ト
ン
ネ
ル
完
成

の
次
は
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
建
設

に
着
工
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

市
長
の
見
解
は
。

⬙

西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
建
設
に

つ
い
て
は
、
う
ま
く
い
け
ば
青
橅

ト
ン
ネ
ル
と
並
行
し
て
事
業
化
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⬘

農
業
振
興
策
に
つ
い
て
、
労

働
者
の
確
保
対
策
は
。
ま
た
、
農

業
産
出
額
は
。

⬙

都
市
部
の
若
者
等
を
対
象
に
、

農
作
業
や
田
舎
暮
ら
し
を
通
じ
て
、

労
働
者
の
確
保
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
外
国
人
技
能
実
習
制

度
に
よ
り
、
労
働
力
を
補
う
方
も

い
ま
す
が
、
積
雪
地
帯
で
は
周
年

の
実
習
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
１

実
施
者
１
作
業
の
体
系
に
と
ら
わ

れ
ず
実
習
が
で
き
る
よ
う
制
度
の

見
直
し
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
国

は
、
国
家
特
別
区
域
法
で
外
国
人

の
就
労
を
認
め
、
農
繁
期
の
雇
用

が
可
能
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
ま

す
。市

町
村
別
農
業
算
出
額
推
計
は
、

り
ん
ご
を
含
む
果
実
が
52
億
５
千

万
円
、
米
が
15
億
５
千
万
円
、
野

菜
が
８
億
５
千
万
円
、
畜
産
が
５

億
９
千
万
円
、
そ
の
他
作
物
が
２

億
３
千
万
円
の
79
億
７
千
万
円
で

あ
り
、
当
市
は
、
県
内
40
市
町
村

中
15
位
で
す
。
農
業
生
産
額
向
上

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
振
興

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

⬘

津
軽
ダ
ム
が
完
成
し
た
こ
と

で
、
浅
瀬
石
川
ダ
ム
管
理
所
が
統

合
に
な
る
の
か
。

⬙

浅
瀬
石
川
ダ
ム
管
理
所
が
監

修
発
行
し
た
「
広
報
虹
の
湖
」
第

50
号
の
中
に
、「
現
在
、浅
瀬
石
川

ダ
ム
管
理
所
と
津
軽
ダ
ム
工
事
事

務
所
の
間
で
連
携
を
念
頭
に
お
い

た
情
報
交
換
や
効
率
的
な
管
理
、

地
域
支
援
の
た
め
の
体
制
な
ど
に

つ
い
て
検
討
も
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
以
上
の
情
報
は
得
て

い
な
い
状
況
で
す
が
、
浅
瀬
石
川

ダ
ム
は
、
洪
水
調
整
な
ど
本
来
の

機
能
の
他
に
、
当
市
の
観
光
事
業

に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
な
施
設

で
あ
り
、
黒
石
市
の
宝
の
ひ
と
つ

と
据
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

太
い
連
携
を
保
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

⬘

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ

い
て
、
事
業
内
容
は
。

⬙

お
む
つ
や
ミ
ル
ク
な
ど
の
育

児
用
品
の
購
入
等
の
際
に
利
用
で

き
る
「
子
育
て
応
援
利
用
券
」
を

交
付
す
る
こ
と
で
、
当
市
に
お
い

て
子
供
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、

子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
事
業
で
す
。
こ
の
券
は
１
枚

５
０
０
円
の
10
枚
つ
づ
り
で
乳
児

１
人
あ
た
り
５
千
円
と
し
、
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
の
際
に
、
直
接
手
渡

し
で
贈
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

平
成
29
年
度
の
い
じ
め
防
止

対
策
の
取
り
組
み
は
。

⬙

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
お

い
て
、
い
じ
め
防
止
対
策
の
主
担

当
者
を
任
命
し
、
組
織
的
に
取
り

組
む
体
制
を
整
え
ま
す
。

⬘

黒
石
病
院
の
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
、
面
会
制
限
の
取
り
組
み
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自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

今

大
介
議
員

（
一
括
方
式
）

新
政
会

三
上

廣
大
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

一般質問は、３月９・10日の２日間行われ、９人の議員が市の諸問題についての質問をしました。



自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

村
上

啓
二
議
員

（
一
括
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

俊
広
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）



の
現
状
は
。

⬙

県
内
公
立
病
院
で
は
面
会
制

限
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
の
生
命
を
守
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
特
別
な

場
合
を
除
き
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

⬘

障
害
者
の
介
護
に
つ
い
て
、

受
け
入
れ
の
現
状
は
。

⬙

指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所

で
あ
る
山
郷
館
く
ろ
い
し
で
支
援

計
画
を
策
定
し
、
市
内
15
カ
所
で

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

支
援
事
業
所
の
増
加
を
期
待
し
、

支
援
相
談
員
を
配
置
す
る
意
思
が

あ
る
か
を
各
施
設
に
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

⬘

観
光
行
政
に
つ
い
て
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
の
取
り
組
み
は
。

⬙

外
国
人
観
光
客
が
増
加
傾
向

に
あ
る
現
在
、
市
で
は
多
言
語
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
外
国
人
向

け
の
動
画
作
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
は
受
け
入
れ
環
境
整

備
等
の
補
助
制
度
等
情
報
提
供
し
、

官
民
一
体
で
環
境
整
備
を
図
っ
て

い
ま
す
。

⬘

教
育
行
政
に
つ
い
て
、
子
ど

も
議
会
を
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う

の
か
。

⬙

中
学
校
３
年
生
の
授
業
の
一

環
と
し
て
平
成
29
年
度
に
実
施
し

ま
す
。
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
を
も
た
せ
、
政
治
参
加
へ
の
意

識
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
生
徒
が
住
ん
で
い
る
地

域
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、

解
決
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か

な
ど
を
実
際
の
議
会
と
同
じ
流
れ

で
、
生
徒
が
質
問
す
る
と
い
う
形

を
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

日
本
遺
産
へ
の
認
定
申
請
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

⬙

当
市
に
適
し
た
ス
ト
ー
リ
ー

の
考
案
と
合
わ
せ
て
、
申
請
要
件

を
満
た
す
た
め
の
資
料
収
集
に
努

め
て
い
ま
す
。

⬘

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て
、
市
の
対
応
は
。

⬙

農
家
民
泊
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
実
施
し
、
成
功
す
る
た
め
、
農

業
者
や
関
係
機
関
と
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

⬘

当
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

⬙

策
定
を
予
定
し
て
い
る
市
の

情
報
発
信
に
関
す
る
計
画
の
中
で
、

必
要
で
あ
れ
ば
検
討
課
題
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

小
・
中
学
生
の
学
力
水
準
と
学
力

向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
福

祉
の
授
業
に
つ
い
て
。
外
国
語
の

授
業
に
つ
い
て
。

⬘

西
十
和
田
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
方
向

性
を
住
民
に
説
明
し
て
こ
な
か
っ

た
責
任
は
重
い
。
で
き
る
だ
け
早

期
に
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
現
状
は
。

⬙

平
成
29
年
２
月
15
日
に
当

該
事
業
計
画
を
廃
止
し
、
環
境
保

全
の
た
め
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
促
進
に
取
り
組
む
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。

⬘

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金

額
に
つ
い
て
、
県
内
10
市
の
中
で

当
市
が
一
番
低
い
。
国
で
は
５
人

槽
で
35
万
２
千
円
の
補
助
な
の
に

対
し
、
当
市
は
９
万
３
千
円
で
あ

る
。
補
助
金
額
を
増
額
す
る
考
え

は
。

⬙

原
点
に
か
え
り
、
満
額
の
と

こ
ろ
か
ら
計
画
的
に
話
を
進
め
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

⬘

黒
石
市
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
町

団
地
建
替
工
事
を
分
割
発
注
に
し

た
理
由
は
。

⬙

同
一
敷
地
内
に
お
け
る
工
事

は
一
括
、
分
割
発
注
に
か
か
わ
ら

ず
安
価
な
同
額
の
諸
経
費
と
し
て

お
り
、
分
割
発
注
と
し
た
場
合
、

元
請
事
業
者
が
増
え
る
こ
と
に
伴

い
工
期
短
縮
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

⬘

今
後
、
分
割
発
注
を
促
進
し

て
元
請
を
多
く
す
る
こ
と
は
事
業

者
も
潤
う
上
、
早
く
完
成
で
き
る

の
で
は
。

⬙

分
割
発
注
に
つ
い
て
は
、
金

額
、
発
注
時
期
、
工
種
な
ど
を
総

合
的
に
検
討
し
、
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

⬘

平
成
29
年
度
か
ら
の
東
英
中
、

六
郷
中
、
黒
石
中
の
活
用
は
。
ま

た
、
32
年
度
か
ら
の
北
陽
小
の
活

用
に
つ
い
て
、
北
地
区
か
ら
の
提

案
に
対
す
る
意
見
は
。

⬙

黒
石
中
は
統
合
後
の
校
舎
と

し
て
引
き
続
き
使
用
し
ま
す
が
、

使
用
し
な
く
な
る
東
英
中
、
六
郷

中
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北

陽
小
に
つ
い
て
は
、
北
地
区
か
ら

の
提
案
も
含
め
て
市
全
体
で
活
用

方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

⬘

市
庁
舎
機
能
分
散
に
つ
い
て
、

費
用
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

⬙

機
能
分
散
に
か
か
る
費
用
は

総
額
９
７
１
８
万
７
千
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
中
に

市
産
業
会
館
へ
財
政
課
と
監
査
委

員
事
務
局
が
移
転
し
ま
す
。
29
年

度
は
黒
石
公
民
館
と
旧
農
林
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
別
館
の
改
修
工
事

を
予
定
し
て
お
り
、
改
修
工
事
後

は
教
育
委
員
会
が
黒
石
公
民
館
へ
、

農
林
部
、
商
工
観
光
部
、
農
業
委

員
会
事
務
局
が
市
産
業
会
館
へ
、

黒 石 市 議 会 だ よ り（5）平成29年６月１日

地酒を楽しむ外国人観光客

黒石中学校開校式の様子

高
佑
会

髙
橋
美
紀
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

工
藤

和
子
議
員

（
一
括
方
式
）

日
本
共
産
党

工
藤

禎
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）



建
設
部
が
旧
農
林
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
別
館
へ
移
転
す
る
予
定
で
す
。

分
散
に
つ
い
て
市
民
に
周
知
す
る

た
め
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、毎
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

⬘

宮
古
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結

50
周
年
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
た
か
。

⬙

記
念
祝
賀
会
に
加
え
、
文
化
、

防
災
、
物
産
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
交

流
、
次
世
代
継
承
の
た
め
の
児
童
、

中
学
生
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
両
市
の
共
同
編
集
に
よ
る

記
念
誌
を
平
成
28
年
度
中
に
発
行

し
ま
す
。
姉
妹
都
市
交
流
事
業
補

助
金
を
継
続
し
、
自
主
的
な
交
流

活
動
を
行
う
市
民
団
体
を
こ
れ
か

ら
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

ゴ
ミ
の
排
出
量
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組

み
は
。

⬙

速
報
値
で
平
成
27
年
度
の
ゴ

ミ
の
量
は
１
人
１
日
あ
た
り
９
４

１
㌘
、リ
サ
イ
ク
ル
率
は
12・４
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。
29
年
度
は
資

源
化
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、

年
２
回
雑
紙
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
引
き
続

き
押
し
か
け
講
座
を
開
催
し
、
啓

発
と
周
知
を
図
り
ま
す
。

⬘

健
康
都
市
宣
言
に
つ
い
て
、

新
た
な
取
り
組
み
は
。

⬙

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
等
に

取
り
組
も
う
と
す
る
事
業
所
と
協

定
を
締
結
し
、
市
が
行
う
事
業
を

相
互
に
連
携
・
協
働
す
る
た
め
、

く
ろ
い
し
健
康
優
良
事
業
所
連
携

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
商
工
会
議

所
と
連
携
し
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
へ
の
協
賛
店
を
増
や
す
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

⬘

平
成
29
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

予
算
要
求
額
、
起
債
残
高
、
実
質

公
債
費
比
率
は
。

⬙

一
般
会
計
予
算
要
求
額
は
１

６
６
億
円
で
し
た
。
29
年
度
末
の

起
債
残
高
は
全
会
計
で
２
３
８
億

４
４
９
万
８
千
円
と
な
る
予
定
で

す
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
29
年

度
決
算
見
込
み
で
20
・
６
㌫
、
30

年
度
決
算
で
18
㌫
台
、
31
年
度

決
算
で
17
㌫
台
に
な
る
見
込
み

で
す
。

⬘

黒
石
公
民
館
の
一
部
再
開
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

⬙

黒
石
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

２
階
と
３
階
に
教
育
委
員
会
が
移

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
１

階
の
図
書
室
と
多
目
的
ホ
ー
ル
の

再
開
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り

の
用
途
を
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

平
成
32
年
度
に
小
学
校
完
全

給
食
を
実
施
す
る
際
の
、
対
象
数

と
市
の
持
出
し
額
は
。

⬙

検
討
段
階
で
教
職
員
を
含
め

て
約
１
５
０
０
食
、
６
９
０
０
万

円
ほ
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

⬘

成
人
式
を
市
街
地
に
あ
る
ス

ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
で
開
催
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

⬙

開
催
会
場
に
つ
い
て
は
、
３

会
場
を
選
定
し
、
経
費
や
設
備
等

に
つ
い
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
検
討

し
、
新
成
人
に
と
っ
て
相
応
し
い

式
典
を
第
一
に
掲
げ
、
最
小
経
費

で
最
大
の
効
果
を
得
る
べ
く
総
合

的
に
検
討
し
た
結
果
、
津
軽
伝
承

工
芸
館
と
判
断
し
ま
し
た
。

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成29年６月１日（6）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中
田

博
文
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

姉妹都市締結50周年記念事業の様子

 

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

雅
昭
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

議
員
が
、
そ
の
属
す
る
地
方
公

共
団
体
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
、

執
行
機
関
に
対
し
事
務
の
執
行
の

状
況
お
よ
び
将
来
に
対
す
る
方
針

等
に
つ
い
て
所
信
を
質
し
、
あ
る

い
は
報
告
、
説
明
を
求
め
、
ま
た

は
疑
問
を
質
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
定
例
会
に
限
っ

て
許
さ
れ
て
い
る
た
め
、
臨
時
会

に
お
い
て
は
、
一
般
質
問
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
質
問
を
す
る
場
合
は
、
原

則
と
し
て
通
告
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
れ
は
、
多
数
の
議
員
が

質
問
を
求
め
る
と
、
そ
の
順
位
や

発
言
時
間
を
ど
う
す
る
か
、
ま
た
、

議 会●
一
般
質
問
と
は

質
問
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
と
執

行
機
関
の
方
で
十
分
な
準
備
が
で

き
ず
、
議
員
に
と
っ
て
も
不
満
足

な
答
弁
し
か
で
き
な
い
と
い
う
問

題
が
生
じ
、
充
実
し
、
か
つ
、
能

率
的
な
議
会
運
営
が
で
き
な
い
か

ら
で
す
。

本
市
議
会
で
は
、
告
示
と
同
時

に
通
告
の
受
け
付
け
を
開
始
し
、

議
会
運
営
委
員
会
開
催
日
の
午
前

10
時
を
受
け
付
け
の
期
限
と
し
て

い
ま
す
。
通
告
は
必
ず
本
人
が
議

会
事
務
局
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
の
順
位
は
、
申
し
込
み
順

に
よ
り
決
定
。
一
般
質
問
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
市
議
会
の
傍

聴
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

項 目 内 容

趣 旨
市民、傍聴者に対してよりわかりやすい議会
を目指し、黒石市議会基本条例において定め
られた一問一答方式を導入し、従来の一括質
問一括答弁方式との選択制とするものである。

通 告
一般質問は、大項目・中項目に２分類し詳
細に記載する。なお、通告の際、一問一答
方式又は一括方式を選択するものとする。

質問方法

選択制
◎一問一答方式
１回目の質問…一括質問・一括答弁
２回目以降の質問…一問一答（質問回
数：制限なし）
◎一括方式
すべて一括質問・一括答弁（質問回数
は２回とし、３回目は提言・要望のみ
で答弁は求めない）

質問時間 理事者答弁を含め60分
質 問・
答弁場所

１回目のみ演壇で一括して行い、２回目
以降は自席で行う。

再質問順序 再質問の順序は問わない。

答弁順序 １回目は答弁者ごとにまとめて答弁し、
２回目からの答弁の順序は問わない。

黒石市議会 一般質問実施要領



黒 石 市 議 会 だ よ り（7）平成29年６月１日

【「市営住宅あけぼの町団地内覧会」について】
平成29年３月22日、黒石市営住宅あけぼの町団地内覧会が行われ、11人の議員が参加
しました。完成した団地は、２ＬＤＫ（洋室７．５帖、洋室６帖、ＬＤＫ12帖）６戸と
３ＬＤＫ（洋室６帖２間、洋室６．４帖、ＬＤＫ11帖）６戸の他、集会所１棟。
初めに集会所を見学した後、建物の概要等の説明があり、続いて２ＬＤＫ、３ＬＤＫ
の住宅を見学しました。
担当課からは、高齢者や障害者、子供に配慮した段
差の少ない建物であり、玄関・トイレに手すりを設け、
安全・安心に配慮している他、住宅前を広くし車を駐
車するスペースを設けることで、荷卸しや年配者への
運転に配慮しているとの説明がありました。
参加した議員からは、建物内部の機能性についての
質問や今後の入居者からの要望、意見に対しどのよう
に対応していくのかといった質問が出ました。
今回見学した住宅には現在すでに入居者が生活を
始めていました。今後は、平成29年度に62戸、31年度
に52戸が解体され、35年度を目標に建設、整備される
予定となっています。

自民・公明クラブ
北山 一衛・工藤 俊広
中田 博文・大久保朝泰
今 大介

黒石市民クラブ
福士 幸雄・工藤 和子
佐々木 隆

日本共産党
（ 工藤 禎子 ）

高佑会
（ 髙橋美紀子 ）

新政会
（ 三上 廣大 ）

●議員活動報告

新築した市営住宅を視察

平成29年５月２日、民生福祉常任委員会（大久保朝泰委員長）は、黒石あけ
ぼの病院デイケア棟「といろ」と南黒地方福祉事務組合「青葉寮」・「もみじ学
園」を視察しました。
まず、午前に視察したデイケア棟「といろ」は、平成27年９月から開設され
ており、開設にあたり藤田院長は「退院しても社会に居場所がなく自宅に引
きこもってしまう。何もすることがなく生活のリズムが乱れてしまうなどが
大きな悩みでした。しかし、デイケアに定期的に通所することで精神の安定
や向上が期待でき、現代の精神科医療にはなくてはならない」と語っていま
す。また、佐々木精神保健福祉士からは施設概要説明の中で、「定員は50名規
模で、現在20数人が通っています。家族だけで悩まず、気軽に相談に来てい

ただきたい」との話しがありました。市内や近隣にもっとこのような施設が
必要だと感じました。
午後に視察した青葉寮（障害者支援施設）ともみじ学園（障害児入所施設・
障害者支援施設）の両施設は、黒石市、平川市、青森市浪岡地区、藤崎町、大
鰐町、田舎館村で構成されている南黒地方福祉事務組合施設ですが、平成31
年度末を目処に民間移譲することが適当であることを組合議会での方向性と
して示されております。現場を視察した後、移譲に至る経緯・現状と今後の
方向性について、担当者から説明を受けました。当委員会としても、今後も
注視していきたいと考えています。

民生福祉常任委員会活動報告

デイケア棟「といろ」を視察

もみじ学園内の施設見学の様子

今年で創立47周年を迎える東京黒石会の総会が、5月14日、東京都千代田区
のグランドアーク半蔵門で開催されました。当日は、来賓や会員ら約110人
の出席があったなか、本市議会からは、北山議長と工藤副議長、会員でもあ
る髙橋議員の３人が出席し、会員や各関係団体の方々と、互いの活動や近況
報告、さまざまな要望、懐かしい黒石の町や人の話などで交流し親睦を深め
ました。
役員改選では、３期６年にわたり会長を務めた中村節子さんが監事に、事
務局として会長を支えてきた斎藤太一さんが新会長に就任した他、数名の新

たな役員が加わりました。
髙樋市長が挨拶で市の現状報告やこれからの取組、市と東京黒石会のあり
方などの話をすると、会場の皆さんが大きくうなずきながら聴き入り、その姿
に、黒石への期待と東京から黒石を盛り上げていくぞという力強さを感じ、そ
の中での議会の役割を発揮していく原動力をいただきました。最後に全員で
輪になり黒石よされを踊ったり、手をつないで歌ったりして気持ちが一つに
なり、それぞれ元気に再会することと今年度の互いの事業の成功を願い合い
ました。

東京黒石会定例総会に出席

交流を続ける友好団体を含めた総会の様子

会場で「黒石よされ」の流し踊り

( )
( )
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●平成28年度議長交際費 月別支出表
月 支出件名 金 額

４月 黒石烏城・尾上・田舎館ライオンズクラブ３クラブ合同40周年記念式典、弘
前駐屯地創立記念日行事祝賀会、青森県南黒地区消防協会観閲式他11件 42,000円

５月 東京黒石会定例総会、黒石観光協会通常総会懇親会、春の叙勲並びに黒
石市消防団消防功労受賞祝賀会他８件 40,284円

６月 黒石市自衛隊協力会定時総会、第39回黒石警察友の会通常総会、浅瀬石
地区合同運動会、黒石市長との懇談会他１件 14,000円

７月 黒石市・宮古市姉妹都市締結50周年記念祝賀会、第５回まちづくり法人
国土交通大臣賞特別賞祝賀会、温湯温泉「丑湯祭り」他６件 31,500円

８月 国際姉妹都市大韓民国永川市からの高校生ホームステイ歓迎会、大川
原火流し、浅瀬石灯籠流し他４件 59,017円

９月 青森県民駅伝競走大会黒石市選手団記録報告会、東英中学校閉校記念
事業思い出を語る会、実年を祝う会懇親会他４件 22,430円

10月 黒石烏城ソフトテニスクラブ創立100周年記念祝賀会、黒石地酒まつり
開会セレモニー、黒石米活用検討実験事業試食会他１件 15,000円

11月 平成28年度黒石市表彰式及び祝賀会、黒石市体育協会創立70周年記念
式典祝賀会、東雲幼稚園創立60周年記念式典祝賀会他３件 28,000円

12月 平成28年度叙勲・褒章県褒賞受章祝賀会、黒石市誘致・進出企業懇談会、
黒石記者クラブ「筆供養」他３件 26,240円

１月 新年祝賀名刺交換会（青年会議所東北地区青森ブロック）、黒石青年会
議所新年名刺交歓会、黒石市保育連合会新年祝賀会祝儀他９件 46,000円

２月 平成28年青森県体育功労者受賞祝賀会、黒石市子ども美術展議長賞副
賞、黒石まちそだて・ひとそだてシンポジウム懇親会他２件 25,000円

３月 黒石記者クラブ歓送迎会会費、浅瀬石地区老人クラブ連合会定時総会、
浅瀬石地区史跡保存会総会、浅瀬石小学校教職員歓送迎会 10,000円

合 計 359,471円
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